
1．		問題と解答用紙は別になっています。必ず解答用紙に解答してください。

2．		問題は１題です。

3．		解答時間は１時間30分です。

4．		解答用紙は１枚です。

5．		解答用紙の右上の所定欄に試験区分（行政（新方式））、受験番号、氏名及び

フリガナを記入してください。所定欄以外に、受験番号、氏名、フリガナ、学

校名、勤務先名及び詳細な経歴など個人が特定できるような事柄を記載した場

合は採点されません。

6．	 	プレゼンテーション・シートは、第２次試験で５分間のプレゼンテーション

に使用する前提で作成してください。

7．	 	使用できる筆記用具等は、鉛筆又はシャープペンシル、プラスチック消しゴ

ム、鉛筆削りです。

8．	 	プレゼンテーション・シートは、日本語で作成してください。日本語でない

ものは採点されません。ただし、固有名詞や専門用語などは、必要に応じて、

英単語等を使用しても構いません。

9．	 	解答は太線枠の内側に記載し、太線枠外や裏面には一切記載しないでくださ

い。太線枠の外側及び裏面に記載した分は採点されません。

10．	下書き等は、この冊子の余白を利用してください。

11．	この冊子は持ち帰ることができますが、解答用紙は絶対に持ち帰らないでく

ださい。

12．	係員による試験開始の指示の後、乱丁・落丁等がないことを確認した上で、

解答を始めてください。

プレゼンテーション・シート作成問題
令和6年施行　　職員採用試験

指示があるまで開いてはいけません。

注 意

Ⅰ類 Ｂ 行政（新方式）



次の資料１～３は、スポーツをめぐる状況に関するものである。これら
の資料を見て、2025年の世界陸上とデフリンピックの開催を通じて、障	
害の有無や性別・年齢・国籍を問わず、誰もがスポーツを楽しむ環境を構
築するために、都はどのような取組を行っていくべきか、プレゼンテーショ
ン・シートを作成せよ。

作成に当たっては、東京都職員として職場の上司に５分間でプレゼン
テーションすることを想定して、あなたが考える表題を記載し、重要な課
題、解決に向けた具体的な取組、期待する効果などについて要点をまとめ
ること。なお、図を用いるなど表現方法は問わない。

問 題
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スポーツが必要と考える理由［複数回答］

0 20 40 60 80 100（％）

コミュニティが形成できるため

人との交流の機会になるため

思考力や判断力が発達するため

地域経済の活性化につながるため

リーダーシップやコミュニケーション
能力が培われるため

国際相互理解が促進されるため

共生社会の実現につながるため

その他

特に理由はない

わからない

無回答

娯楽・日常の楽しみであるため

ストレス発散・気分転換になるため

健康維持・体力づくりになるため 90.2

74.2

72.1

60.2

33.1

27.5

20.8

20.3

17.5

12.8

1.2

0.5

0

0.1

注：アンケート対象者：都内に居住する18 歳以上の男女個人

� 出典：生活文化スポーツ局「都民のスポーツ活動に関する実態調査」（令和 ５年 ３月）より作成

資料１
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年代別の都民のスポーツ実施率

20 代 30代 40代 50代 60代 70歳以上
40

50

60

70

56.8
63.9 62.0 64.7

69.8 71.9

2020年 2021年 2022年
80
（％）

スポーツをしなかった（実施頻度が週１回に満たなかった）理由［複数回答］

お金がかかるから 仲間がいないから 病気やケガを
しているから

体が弱いから 指導者がいないから その他

60

0
10
20
30
40
50

（％）

10.3 8.7 7.3
1.9 1.4 5.4

仕事や家事・育児が
忙しくて時間がないから

面倒だから 機会が無かったから 身近に場所や
施設がないから

年をとったから スポーツ・運動が
好きではないから

60

0
10
20
30
40
50

（％）
50.4

21.8 18.0
12.6 12.2 10.5

2020年 2021年 2022年

� 出典：生活文化スポーツ局「都民のスポーツ活動に関する実態調査」（令和 ５年 ３月）より作成

資料２
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参加したいスポーツ活動［複数回答］
0 10 20 30 400 10 3020 40

24.7予約や申し込みなしに、
参加したいときに参加できる

新しい道具やウェアを
買わなくてよい

失敗しても笑われたり
恥ずかしい思いをしない

スポーツ以外に芸術・文化的な
パフォーマンスも楽しめる

21.1ルールが簡単

自分のペースに合わせてできる

上達したことが分かる

好きな種目を選べる

やったことがないスポーツを試せる

汗をかかない

有名な選手に会える

親子で一緒に参加できる

新しい友達をつくることができる

その他

13.9

36.8

8.9

12.1

13.7

5.9

7.4

3.1

4.9

8.9

13.4

8.3

（％）

注：アンケート対象者：都内に居住する障害者本人又は家族に障害者（ ７歳以上）がいる方

� 出典：生活文化スポーツ局「令和 ４年度 障害者のスポーツに関する意識調査報告書」
� （令和 ５年 ３月）より作成

資料３
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